
小５ 数量関係 比 例 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

水道Ａと水道Ｂの２つの水道があります。水道Ａからは，１分間に１０Ｌずつの水が出ます。

水道Ｂからは，１分間に１２Ｌずつの水が出ます。

次の(1)～(3)の問いに答えましょう。

(1) 水道Ａと水道Ｂについて，水を出し続ける時間と水道から出た水の量の関係を，表にまと
めましょう。

［水道Ａ］

出し続ける時間（分） １ ２ ３ ４ ５ … １０

出た水の量（Ｌ） １０ ２０ ３０ ４０ ５０ … １００

［水道Ｂ］

出し続ける時間（分） １ ２ ３ ４ ５ … １０

出た水の量（Ｌ） １２ ２４ ３６ ４８ ６０ … １２０

(2) 水道Ａと水道Ｂについて，出し続ける時間を □分，水道から出た水の量を ○Ｌとして，

□と○の関係を式に表しましょう。

［水道Ａ］の式 ○ ＝ １ ０ × □

［水道Ｂ］の式 ○ ＝ １ ２ × □

(3) 水道Ｂを使って，７２０Ｌ出すのに何分かかるでしょうか。

（式）

１分間に１２Ｌ出るので

７２０÷１２＝６０

答え ６０ 分



(4) ２つの同じ形の水そうアとイに水をためます。アの水そうには，水道Ａから水をためます。

イの水そうには，水道Ｂから水をためます。

アとイの２つの水そうにたまる水の量に，３０Ｌの差が出るのは，水をため始めてから何

分後ですか。そう考える理由を言葉や数，式，表などを使って説明し，答えも書きましょう。

水道Ａ 水道Ｂ

水そう ア 水そう イ

（理由）

解答例① 水道Ａは１分間に１０Ｌ，水道Ｂは１分間に１２Ｌの水が出るので，その差は，

１分間に２Ｌずつである。

３０Ｌの差が出るのは，３０÷２＝１５で１５分後となる。

解答例② 出し続ける時間
１０ １１ １２ １３ １４ １５

１０分以降の表から

出た水の量（Ｌ） (分) ３０Ｌの差が出るのは，

水道Ａ 100 110 120 130 140 150 １８０－１５０＝３０

水道Ｂ 120 132 144 156 168 180 １５分の時である。

解答例③ 出し続ける時間 (分) １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15
ＡとＢの差（Ｌ） ２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
１分毎に２Ｌずつ差が出るので，３０Ｌの差が出るのは，１５分後である。

解答例④ 水道Ａから出る量は１０の倍数で，水道Ｂから出る量は１２の倍数である。

水道Ａから出る量（Ｌ） １０，２０，３０，４０，５０

水道Ｂから出る量（Ｌ） １２，２４，３６，４８，６０

５分の時に１０Ｌの差が出ているから，１０×３＝３０

３０Ｌの差が出るのは，５分×３＝１５分で，１５分後となる。

答え １５ 分後


